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ナッジを活用した
プラ分別のための
お知らせチラシの作成

◉ 2021年に川崎市環境局では、家
庭から出るプラスチック製容器
包装の分別率を上げるため、ナ
ッジ手法を活用し、市民向けの
お知らせチラシを作成

◉ 市内で全戸配布し、駅前のデジ
タルサイネージやトレイン広告
などでも表示
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川崎市環境局が

作成した

お知らせ 3
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◉ 市民の行動変容を目的としてお知らせにナッジを取
り入れ、一定の成果（プラ資源排出量6％アップ）

◉ これをきっかけに、川崎市環境総合研究所では、職
員向けにナッジの手法を盛り込んだ「職員向けナッ
ジ活用の手引き」を作成

◉ 手引をテキストとして出前授業を実施、市役所内の
ナッジの普及を推進
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実例を基に手引を作成し、
庁内へのナッジ活用を普及



職員向けナッジ活用
手引の３つのコンセプト
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◉ 自治体におけるナッジ活用

ナッジを自治体で使用するにはどうすれば良い
かという視点でまとめる

◉ 全職員にむけた使いやすい手引と
しての体裁

文章量・デザインを工夫し、読みやすくかつ使いや
すい手引を目指す

◉ ナッジをきっかけに効果検証のマ
インド醸成に繋げる

ナッジの活用通して事業実施の際の効果検証の重
要性を紹介

・ナッジの基礎的な活用に関する国や社会の動向
・環境局のお知らせの具体的な実例
・自治体がナッジを使う上でのポイントを紹介

・論文調ではなく、平易な表現にする
・コラムやイラストを用い、見やすい工夫をする
・見せ方の工夫のなかでナッジ手法も取り入れる

・ナッジのフレームワークのなかで効果検証の重
要性にふれる

・効果検証の手法などを紹介



手引の表紙と目次
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手引の基礎編
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手引の実践編
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◉ 全庁に向けて、ナッジ活用に興味を
持った部署からナッジ活用出前講座
の応募を受付

◉ 8月～3月の8ヶ月間で、総務企画、
経済労働、健康福祉、まちづくり局、
区役所など8局13部署向けに計17回、
延べ216名に対し出前講座実施

◉ 講義とワークショップの２部構成で、
各部署の実際の政策課題にあわせて
実施
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職員向け手引作成の効果
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出前講座で取組が改善



下記までどうぞお気軽にご連絡ください！

◉ Email （組織) : 30kokuse@city.kawasaki.jp

◉ Email （吉田）： tetsuro.ｙoshida.kawasaki@gmail.com
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